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 この本は、私と東史郎の二人の対話である。私は解

きほぐされた戦争の記憶と、東史郎日記との符合を長

年調査してきたが、それは、中国各地の老人と日本老

兵との対話でもあった。私は、民族の恨みをいつまで

も持ち続けるのではなく、こうして“歴史を鑑として未

来に向かう”ものにした。日本軍国主義は中国への侵略

戦争を起こし、中国人民に空前の災難をもたらしただ

けではなく、日本人民にも深刻な害をもたらした。今

日の中日関係を見ると、私は東史郎が死んでいるので

はなく、まだ生きているような気になる。“国の交わ

りは、民の相親しむにあり”中日両国の民間交流こそ

が極めて重要なのである。 

読者のみなさん、とりわけ若者がこの本を読んで、

残酷な戦争に対して切実な感覚を持つことができます

ように。私たちは、戦争の影の部分から抜け出し、共

に手を携え、共同して中日人民の世代をつなぐ友好を

創りあげましょう。（任世淦プロローグから） 
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